
①アクティブ・ラーニングを中心とした授業形態の工夫・改善を積極的に行うことにより、生徒の「主体的・対話的で深い学び」を充実させ、思考力・判断力・表現力
　の伸長を図ります。
②生徒の興味関心を引き寄せる授業やＩＣＴ（電子黒板等）を活用した授業等、日々研鑽した授業を展開することにより、授業の楽しさを伝え、学習習慣の確立や学力
　の向上を図ります。
③家庭や関係機関との密な連携や情報の共有化を通して、多様な支援を必要とする生徒への学習支援や適切な対応に努めます。
④生徒の「主体的な学び」を引き出す授業実践のために、相互授業参観や校内研修を実施します。
⑤生徒による授業評価において全項目3.5以上。
⑥個に応じたきめ細かな指導を行うとともに教育相談体制の充実を図ります。また、学年間、教員間での統一した生徒指導を行うことにより、非行やいじめの未然防止
　を始め、ＳＮＳトラブルやスマホ利用をめぐる問題や課題にも迅速に対応します。
⑦家庭、地域社会及び関係機関との連携強化を図るとともに、情報共有のもと協力して生徒指導を行います。
⑧３年間を見通した体系的進路指導を計画的に実施することで、望ましい勤労観・職業観、進学や就職に対応できる力を育成します。
⑨インターンシップや各種講話、「チャレンジ・プロジェクト」に係る取組等を通して主体性を育み、進路実現のための意識と態度の育成を図ります。
⑩学習段階に応じて生徒の資格取得を推進し、進路実現に向けた指導を行います。１年に１資格、卒業までに３資格取得を目標とします。
⑪奉仕活動、異校種学校との交流、地域連携行事への生徒の主体的参加を支援し、心の教育の充実と生徒の社会性の確立に努めます。
⑫部活動や生徒会活動への主体的、積極的な参加を促し、生徒の活力を引き出すとともに、礼節や規律を重んずる態度を養うことで、豊かな人間性を育みます。
⑬質の高い指導と様々な体験活動を通して、美術や映像メディアに関する技量を伸ばし、美術や映像メディア系大学への進学を実現させます。
⑭「チャレンジ・プロジェクト」に係る取組を通して、美術科とメディア芸術科の教育内容のさらなる体系化と充実を図ります。
⑮美術科・メディア芸術科に関する教育活動の積極的な広報活動を行います。
⑯様々なメディアを通して、学習指導や生徒指導における実践と成果、生徒の課外活動の様子など、本校の教育活動についての情報発信に努めます。
⑰特色ある学科を有する笠間高校の様子や未来像を、様々な機会をとらえて地域社会に発信することで、魅力ある学校づくりに資します。
⑱業務改善と校務の効率化を図り、教育環境の整備と働きやすい職場環境づくりを行います。
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普通科 美術科 メディア芸術科

本県教育の目標

ひとりひとりの能力を開発し 豊かな人間性をつちかう

じょうぶな身体をつくり たくましい心を養う

郷土を愛し 協力し合う心を育てる

校訓

誠実 勤勉 自律

伝統の継承とさらなる躍進
○あいさつや礼儀を尊び、誠実な人間を育てる学校

○常に勤勉な態度を養い、職業人として必要な学力を育てる学校

○自主自律の精神を育み、一人一人の進路希望を実現する学校

○普通科、美術科、メディア芸術科が切磋琢磨し、教育の質を高められる学校
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スクール・ミッション

『生徒を成長させて社会に送り出す』

アドミッション・ポリシー 「入学者の受け入れに関する方針」

◇自らの可能性に向かって自分としっかり向き合い、物事に真剣に取り組む生徒

◇多様な価値観に触れることで視野を広げ、自分の特性についての理解を深めたい生徒

◇美術の専門性を高めたい人、将来美術・メディアの分野で仕事をしたい人、作品制作が好きな人、美術・メディアの分野で社会貢献した

い人、美術系・メディア系の大学の進学を志望する人

カリキュラム・ポリシー 「教育課程の編成及び実施に関する方針」

◇３つの学科の高校として、多様な価値観を持つ生徒が学び合い切磋琢磨し合いながら、社会性・人間性を育てます。

グラデュエーション・ポリシー 「育成を目指す資質・能力に関する方針」

◇何事にも誠実に向き合い、挨拶や礼儀を尊び、職業人として必要な力を有する人

◇これからの社会を自律した大人として、楽しく力強く自分らしく生きていける人

◇地域に誇りと愛情を持ち、社会を動かして高めていく行動ができる人

【普通科】

体験活動や地域交流を通し、自ら課題を発見

し、主体的に解決を図ろうとする力を養います。

多様な目標の実現に向けて、インターンシップ

や検定への積極的なチャレンジなどで社会にお

いて発揮できる力の基礎を高めます。

【美術科】

絵画、デザイン、陶芸の分野を専攻として、

それぞれ専門家の教員からの実技指導を少人数

編成授業で行います。自分の理想を求めて、作

品制作に打ち込める環境において他の生徒と刺

激しあいながら、自分らしさを表現する力を養

います。

【メディア芸術科】

映像、写真、ＣＧの分野を専攻として、それ

それの専門家の教員から実技指導を少人数編成

授業で行います。表現力、創造力、豊かな感性

を磨き、作品制作に打ち込める環境において他

の生徒と刺激し合いながら、自分らしさを表現

する力を養います。

令和６年度は、このような活動を行います

スクール・ポリシー 「三つの方針」

○基礎学力の定着及び学力の向上に向けた取組の充実と、多様な支援を必要とする生徒への支援体制の整備

○「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善

○問題行動の未然防止や新たな課題への迅速な対応及び家庭や地域等との連携の強化

○主体的な進路選択と、その実現のための具体的な道筋を考え行動する意識と態度の育成

○心の教育の推進と特別活動の充実

○美術科・メディア芸術科の教育活動の充実

○地域からの期待と信頼に応えるための積極的な教育活動

○働き方改革の推進


